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海部会報告について 

 
1．これまでの海部会の動き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2．今年度の海部会ＷＧの運営方針 

• 市民、関係団体、学識者、行政の有志が参加（山、川部会メンバーも参加可） 
• まずやってみよう課題は、「ゴミ、流木調査」、「干潟の生き物調査」、「水辺のアクセス改善」、

「干潟再生（ヨシ原・藻場再生）」の大きく４つの切り口とする。 
• 現在、WG は小規模のため企画の自主運営が難しいため、「三河湾再生プロジェクト」や「漁

協、市民団体等の主催するイベント」へ参加し、現在、海地域で行われている活動の目的

や方法の調査や事例収集等を進めながら、市民の巻き込みや流域への展開を検討する。 
 
3．今年度期待する成果 

（１）これまでの取り組みで得られた成果（６ページ以降参照） 

• 干潟再生関連：ヨシ原再生の生き物観察会を通じて自然再生事業の必要性を確認できた。 
• ゴミ、流木関連：市民会議海部会として奈佐の浜プレ活動へ参加し状況を確認できた。 
• 生き物調査関連：漁協が市民団体等と連携して企画運営する観察会へ参加し、海への関心

を高めるため市民が楽しめるイベントの運営方法の工夫について学ぶことができた。 
• 豊かな海づくり：WG 準備会で学識経験者と意見交換を行う中で、「干潟再生」や「生き

物調査」において豊かな海を示す一般的な指標を設定することは難しいことが分かった。 
 

資料 5 

○ 事務局が用意した矢作川流域圏の課題を踏まえ、今後検討したい課題を検討 

第１回地域部会（H23.1.24開催） 

○ 「海」の勉強会の開催により、「干潟の問題」など流域圏が一体となった取り組みの

必要性について共通認識を図った。 
○ 海地域は、「豊かな海づくり」を目指す以前に、市民の干潟や海の問題への関心の低

さや活動者の少なさも問題としてあった。 

勉強会などによる現状把握 

○ 海地域では、干潟再生等の問題が一番大きな課題としてあるが、すぐには取り組み

にくい課題であるため、まずやってみよう課題を４つの切り口で設定するとともに

並行して市民意識の向上を図り仲間づくりを行うことを確認。 
○ また、海地域の活動においては切り離せない海の民（漁協）や行政と協力しあいな

がら各課題の取り組みを進めていくことを合意した。 

第２回地域部会（H24.2.23開催） 

平成 24 年度より、提案を実行に移すための組織として「海部会ＷＧ」を組織化 
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（２）今年度期待する成果 
• 課題の取組みを通じ、矢作川流域圏内のみならず流域圏から海でつながる影響範囲で起き

ている事象や様々な活動団体の活動状況を把握することで、流域圏内における海地域の活

動の活性化に寄与する新たなネットワークの開拓や課題解決のヒントを発見したい。 
• 「答志島 奈佐の浜の漂着ゴミ」清掃が東海３県で連携する大きな動きを見せ始めている。

溜まったゴミや流木を３県連携によって片付けるだけでなく、矢作川流域圏において元を

絶つ意味で山、川（里）、海の各地域がどうあるべきか、どう連携すべきかなどを今後、

流域一体で検討していきたい。（参照ｐ．８～１０） 
 
4．運営方針説明資料 

（1）海部会ＷＧの設置目的 

 海地域で関係する市民、関係団体（漁協を含む）、学識、行政等が連携して取り組むことを

開始した４つの課題の実行体制として「海部会 WG（ワーキング）」を組織し、海地域で展

開される様々な活動に参加しながら各団体との連携を深め、各活動への理解を深めることや、

につなげていく方策を考えていくことを目的とする。 
 

（2）開催計画（案） 

第１回 ４月２１日 ヨシ植え参加（川部会と連携） 

 ５～６月 海地域で実施されるイベント等の調査（連携先調査） 

 ６月９日 「奈佐の浜プレ調査」市民会議 海部会 井上部会長が参加 

第２回 ７月５日 「WG準備会」話し合い 

第３回 ７月７日 三河湾再生プロジェクト「海の観察会」参加 

－ ７月 21 日 三河湾再生プロジェクト「海の観察会」事務局にて情報収集 

第４回 ８月 12 日 アクセス改善調査（矢作川河口部～東幡豆エリア） 
第５回 ９月 8 日 答志島「奈佐の浜プロジェクト」への参加 
第６回 10 月（時期未定） 出水・流木漂流が見られる場合に流木調査 
第７回 11 月（調整中） 座学・話し合い（企画中） 
第８回 12 月（調整中） 活動総括、勉強会の企画等の話し合い（予定） 

※その他、海地域で様々取り組まれている活動情報に関する調査を行います。 
 
（3）運営内容 

• 基本的にＷＧの進行については、地域部会座長・副座長が実施する。 
• 「干潟再生」と「生き物調査」については、当面、取り組み状況の情報を蓄積し、流域圏

懇談会としてどのように係われるかを考えていくものとする。 
• 「流木」については、出水によって様々な場所への漂着が確認された場合に、矢作川水系

において各河川管理者や市民団体、港湾管理者、港湾利用の漁業者等と速やかに一斉調査

できる体制や調査様式を検討する。⇒（例）「流木調査マニュアル(案)」 
• 「アクセス改善」については、８月の多様な水辺利用のある時期に調査を実施、具体的

課題と解決策を検討していく。⇒利用状況と改善提案を MAP に整理 
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       海地域の問題            課題への対応で将来的に目指す内容 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・４つの課題の取組みを通じた「仲間づくり」 

・まずやってみよう！から始める「課題」の取組みの発展、活性化 

流域圏でつくる「親しみやすい豊かな海」の実現 

①干潟・水辺の 
ゴミ、流木対策 

②干潟の 
生き物調査 

③干潟・水辺の 
アクセス改善 

④干潟再生 
（ヨシ原、藻場） 

海地域の目標 

実現方法 

課 

題 

活
動
の
発
展
イ
メ
ー
ジ 

・流域圏懇談会と三河湾

全体の取組みとの連携

の開始 

・市民団体等の活動状況

把握、海の民（漁協等）

との連携（仲間づくり） 

↓ 

将来的に流域圏（山、川、

海）全体で取組み実施 

・市民団体等の活動状況

把握、連携強化（仲間

づくり） 

・流域圏海地域各所で市

民の海への関心を高め

る取り組みを展開。 

↓ 

市民、漁協等の関係団体、

行政等の WIN・WIN な 

関係性構築 

・市民にとって身近な空

間として心理的、物理

的な距離の短縮のあり

方調査 

・市民参加による計画提

案（官民連携の推進） 

↓ 

将来的に流域圏での市民

利用や活動団体増加 

・官学民相互の情報交換 

・市民団体等の活動状況

把握、海の民（漁協等）

との連携（仲間づくり） 

 

 

↓ 

将来的に流域圏（山、川、

海）全体で取組み実施 

 

・矢作川のヨシ原は、40～50 年前と比
べ面積が半減した。 

・埋め立てによりアマモなどの藻場や浅
場干潟が減少した。 

・様々な理由から市民は海から遠のいて
しまった。 

・海地域の活動者が増えるようにもっと
市民に海に親しんでもらいたい。 

・漁協の協力でさらに親しみやすい空間
にしたい 

・山や川とくらべて海地域で活動する市
民団体が少ない。 

・何が市民によって豊かな海なのかを示
す目標的な指標が明らかになっていな
い。 

・上流から砂や栄養塩は欲しいが、ゴミ
や流木には困っている。 

・矢作川流域圏の海地域では、あまりゴ
ミは目立たないが、出水後の流木や三
河湾内の別の場所で困っている。 

 

①干潟・水辺のゴミ、流木対策 

②干潟の生き物調査 

③干潟・水辺のアクセス向上 

④干潟再生（ヨシ原、藻場再生） 

清掃イベント等を通じ、三河湾のゴミや流木

の状況を把握し、矢作川流域（山、川、海）

が連携して対応する必要性を流域市民全体

が共通認識を持ち活動につなげる。 

市民の日常的なふれあいの機会を増やし、海

地域の問題への関心を高める。 

海地域において市民、漁協等の相互の利益に

つながる市民活動を活発にしていく。 

市民が身近な空間として干潟や河口部の水

辺へアクセスするための物理的、心理的、制

度的な障害や利用ニーズを明らかにし、改善

を図る。 

干潟におけるヨシ原再生の取組みへの参加

や藻場再生活動の情報収集・発信によって、

流域圏内においても再生に向けた市民活動

を活発にしていく。 

上
下
流
問
題 
人
材
・
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報
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足 
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【海部会提案補足資料】 

（１）ゴミ・流木調査 

 

 

 

 

 

 

 

 ■検討体制：矢作川支川を含む河川管理者、港湾管理者、港湾利用者、海部会メンバー 他 

 ■ＷＧでの実施計画については未定（企画調整中の１１月などでの実施は可） 

 ■検討内容：漂着流木の調査方法・様式、調査体制 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．様式検討の参考資料「河川ゴミ調査マニュアル（平成 24年 3月 国交省）」 

 

 

（２）生き物調査・干潟再生 

 

 

 

 

 

 ■海地域で実施予定のイベントについては、後述の 5．（5）その他 参考資料 を参照 

○ 伊勢湾全体の問題にもつながるゴミ・流木をキーワードに下流域（海）から上流域（川、山）

に漂着ゴミの実態に関する情報や連携の必要性を発信していく。 

○ 連携した活動に先立ち、まずは「流木」については、出水によって様々な場所への漂着が確

認された場合に、矢作川水系において各河川管理者や市民団体、港湾管理者、港湾利用の漁

業者等と速やかに一斉調査できる体制や調査様式を整え、各地域の現状把握についての準備

を開始する。（→（例）「流木調査マニュアル(案)」） 

○ 「干潟再生」と「生き物調査」については、当面、海地域で取り組まれている様々なイベン

ト等の情報を蓄積し、流域圏懇談会としてどのように係われ、連携によって様々な課題を解

決できるかを考えていく。 
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（３）アクセス調査 

 

 

 

■調査計画（案） 

※以下は、調整中の案で今後、行程及び企画内容が変更となる場合があります。 

海地域部会では、課題の一つとして、市民が日常生活の中で、水辺・海辺から離れた状況が

発生している事から、「水辺のアクセス向上」を行い、海や川を日常的に意識していただき、課

題改善につなげる事を目標にしている。 

今回は、その第 1 回として、下記のとおり、大潮時の日曜日に矢作川河口部と海辺を巡り、

利用状況やアクセスの課題等について、調査を実施する。 

 

１．目 的：水辺アクセス改善調査 

２．実施日：平成２４年８月１２日(日) １０：００～１７：００ 

３．集合場所：一色さかな広場 １０：００集合 

       http://www.sakanahiroba.com/access.html 

  公共交通：名鉄西尾線 吉良吉田駅 に９：３０集合  

４．参加者：流域圏懇談会参加者 

５．申込み：事務局へ、８月７日(火)までに氏名を報告してください。 

６．移 動：マイクロバスを使用予定 

７．昼 食：一色さかな広場(各個人で) 

８．準 備：水に入れる服装、着替え、帽子、飲み物、等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．流域圏の水辺・干潟の魅力、使い勝手等を調査 

○ 「アクセス改善」については、８月の多様な水辺利用のある時期に調査を実施、具体的課題

と解決策を検討していく。⇒利用状況と改善提案を MAPに整理 

調査ルート検討中 
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5．これまでの取り組み状況報告 
（1）第１回海部会ＷＧ（矢作川河口）：4月 21日 

 

 

 

 

 

○ ヨシ原再生の生き物観察会を通じて自然再生事業の必要性を確認できた。 

○ 干潟再生事業に関する市民の理解を深めるために、近隣の小学校を通じた環境教育の一環と

するのが良いのではという提案が出された。 
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（2）市民会議海部会 参加報告 

～海岸漂着物対策検討会の現地研修会～ 
 

 海岸漂着物に関する様々な課題に、民間団体と連携して取り組んでいる海岸漂着物対策

検討会では、環境団体「22 世紀奈佐の浜プロジェクト委員会」が開催する「答志島 奈佐

の浜海岸清掃」（後援：愛知県のほか環境省中部地方環境事務所、岐阜県、三重県、名古

屋市等）への参加を通じて、海岸漂着物の現状確認を行うなど、今後の海岸漂着物対策の

検討に活かすため、下記のとおり現地研修会を開催。 

 
● 平成 24 年 6 月 9 日（土） 
● 場 所：鳥羽市答志島 奈佐の浜 
● 参加者：250 名以上の参加（愛知県参加者は２７団体５４名） 
● 実施内容 

（1）海岸漂着物の現状確認及び清掃活動（午前 10 時 40 分から午前 11 時 45 分まで） 
奈佐の浜（三重県鳥羽市答志島） 

（2）海岸漂着物に関する講演会の受講等（午後 2 時 50 分から午後 4 時まで） 
海の博物館（三重県鳥羽市浦村町大吉 1731-68） 

 
＜講演内容＞ 
 ○「鳥羽市海岸漂着ごみの現状」鳥羽市総務課長 中村 孝氏 
 ○「かつて美しかった伊勢湾」 海の博物館館長 石原 義剛氏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 写真出典：６．９奈佐の浜海岸清掃活動愛知県報告 

２２世紀奈佐の浜プロジェクト委員会 愛知県会議事務局 

鳥羽市の佐田浜港（鳥羽マリンターミナル）出向 桃取港に到着後、徒歩移動（約３㎞） １時間の奈佐の浜清掃活動 

桃取コミュニティセンター「ふれあい」昼食＆交流会 バスで海の博物館へ移動 鳥羽市や館長などの講演 
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（3）第２回海部会ＷＧ準備会（豊橋）：７月５日 

 

矢作川流域圏懇談会「海部会ＷＧ」準備会議開催報告要旨 

 
1．実施概要 

（1）実施概要 

○実施日時：平成 24 年 7 月 5 日(木) 
18:30 ～ 20:30 

○開催場所：豊橋市民センター 

（カリオンビル）５Ｆ大会議室 

○参加者：12 名（事務局含む）   
 
 
 
 

 
会議風景 

（2）内容 

【プログラム】 
１．青木座長あいさつ 
２．参加者の自己紹介（近況を含めて） 
３．平成 24 年度の行動計画とその具体化 
４．学識者の変更 
５．今年度の各部会の運営方針 
６．全体会議の出席者の増減 
７．他 
 

 
会議風景 

 

2．主な会議内容 

地域部会ＷＧ準備会議では、今年度の海部会ＷＧの行動計画等に関する意見交換を行った。Ｗ

Ｇで話し合われた内容は以下のとおり。 

 

○ 流木調査については、その状況が発生した際に矢作川水系が一斉に速やかに調査に取り

掛かれるよう、調査体制や調査様式を準備する方向で検討を進める。 

○ 干潟の生き物調査と干潟再生については、健全な状態を示す指標の一般化が難しいため、

当面、イベントへの参加などにより情報収集を進めていく。 

○ アクセス調査については、８月中の貝堀などが行われている間に利用実態などを把握す

る調査を行う。 

○ 漁協との連携は、潮干狩り客が増えるなどの漁協にもメリットがある活動の取組みや宣

伝効果がないと難しい面もある。当面、先進的に取り組まれている東幡豆漁協の取組み

を学びながら検討を進める。 
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（4）第３回海部会ＷＧ（東幡豆海岸・前島）：７月７日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：伊勢・三河湾流域ネットワーク HP 

○ 干潟の環境学習としては、自ら採った生物と環境について学んだ。 

○ 参加者を楽しませる工夫においては、触れて、味わう事が重要。特にここは、マテガイとい

う二枚貝が多く採れることから参加者の楽しく採取が行えることへの満足感は大きい。 
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（5）海の観察会参加報告（事務局）（東幡豆海岸・前島）：７月 21日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ スムーズなイベントスケジュールの進行管理を確認できた。 

○ また、参加者の感想を聞く事で市民として何ができるかや多様な面からの意見を聞きだすこ

と等ができていた。 

試験場岩田漁場環境研究部長の説明 

採取生物の確認 
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（6）その他 参考資料「海地域で開催されたイベント・開催予定のイベント等」の収集情報 

 
（実施済のプロジェクト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：伊勢・三河湾流域ネットワーク HP 
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（実施済のプロジェクト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：愛知県 HP 
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（実施済のプロジェクト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：NPO法人 東三河自然観察会 



17 
 

（実施済のイベント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：碧南海浜水族館ＨＰ 
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（7）その他 参考資料「海地域開催予定のイベント等」の収集情報 

 

矢作川をきれいにする会事業計画案 
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三河湾環境再生シンポジウムの募集情報 
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出典：愛知県ＨＰ「三河湾再生プロジェクト」 
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